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 調査対象者は，40歳代，50歳代の女性 102名である．年齢の内訳は，40～ 44歳 10名，45～

































 今回の被験者が理想とする体型の平均は，身長 161cm，体重 50.2kg，バスト 84.5cm，ウエ
スト 61.3cm，ヒップ 87.5cmであった．若年女性が理想とした身長 161cm，体重 46.4kg，バス
ト 84.1cm，ウエスト 58.4cm，ヒップ 83.9cmと比較すると，身長とバストについては数値の上
では両者にほとんど差がみられなかった．しかし，中年女性の身長については，40歳代女子の
図 1 提示シルエット

















































145未満 145～ 150 150～ 155 155～ 160 160～ 165 165～ 170
満足度
まあまあ満足 度数 2 4 10 3 19
総和の％ 1.96 3.92 9.80 2.94 18.63
やや不満足 度数 7 16 16 10 1 50
総和の％ 6.86 15.69 15.69 9.80 0.98 49.02
非常に不満足 度数 1 10 9 8 5 33
総和の％ 0.98 9.80 8.82 7.84 4.90 32.35
合  計
度数 1 19 29 34 18 1 102





度数（人） 留意点 度数（人） 留意点
7 お腹周りが隠れる上衣を着る 1 シンプルなデザインを選ぶ
4 ゆったりした上衣を着る 1 フィットする服を着ない
4 長めの上衣を着用する 1 スリムなデザインを着ない
4 上衣を外に出す 1 ギャザースカートを選ばない
2 目立たないように隠す 1 ワンピースは控える
2 上着を着る 3 ウエストにゆとりのあるものを選ぶ
2 上衣の丈に気を付ける 1 サイズのあったパンツを選ぶ
1 短めの上衣を着る 6 補正下着（ガードル）を着用する
1 体のラインを隠す 2 黒，紺を基調にする
















19名，次いで p4, p6, p24, p2と続いている．これらの色彩の多くは p（ペール）トーン，lt（ラ
イト）トーンであり，「暖色系の色」，「高明度の色」が太って見える要素と理解されていると
いえる．逆に，痩せて見える色彩は集中しており，トップスで Bk（黒）が 63名（61％）と非













度数（人） 色に関する留意点 度数（人） その他の留意点
7 色の濃いものを選ぶ 6 体のラインが出ないようにする
3 痩せて見える色を着る 3 細く見えるようにする
3 膨張色でないものを選ぶ 3 全体のシルエットを縦長にする
2 黒を基調にする 2 サイズに気をつける
2 淡い色を着ない 1 程よくフィットしたものを着る
1 鮮やかな色を着る 1 バランスよく着る
1 パンツは黒，上衣に明るい色を着る 1 くび周りの開いているものを選ぶ
1 パンツの色を選ぶ 1 ストレッチ素材を避ける
1 上下バランスの良い色使いをする 1 下着を選ぶ
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表 4 中年女性が評価する色（頻度）
色（PCCS色名） 太って見える 痩せて見える ふさわしい ふさわしくない
トーンと色相記号 系統色名 トップス ボトムス トップス ボトムス トップス ボトムス トップス ボトムス
V
v2 あざやかな赤 5 4 0 0 3 2 11 13
v4 あざやかな赤みの橙 3 3 0 0 3 0 8 13
v6 あざやかな黄みの橙 4 0 0 0 5 0 1 2
v8 あざやかな黄 4 4 0 0 0 0 3 6
v10 あざやかな黄緑 0 0 0 0 0 0 1 1
v12 あざやかな緑 0 0 0 1 2 1 1 1
v14 あざやかな青緑 0 0 0 1 2 1 1 1
v16 あざやかな緑みの青 0 0 0 0 0 0 0 0
v18 あざやかな青 0 0 4 1 3 0 0 2
v20 あざやかな青紫 0 0 1 0 1 0 1 1
v22 あざやかな紫 0 0 0 0 2 0 1 1
v24 あざやかな赤紫 2 1 0 0 3 0 3 6
lt
lt2 明るい赤 4 4 0 0 4 0 2 3
lt4 明るい赤みの橙 7 3 0 0 1 0 1 3
lt6 明るい黄みの橙 6 4 0 0 0 0 1 0
lt8 明るい黄 7 4 0 0 1 1 1 0
lt10 明るい黄緑 1 0 0 0 4 0 1 1
lt12 明るい緑 1 0 0 0 0 0 1 3
lt14 明るい黄緑 0 0 0 0 3 0 0 0
lt16 明るい緑みの青 0 0 0 1 5 0 0 1
lt18 明るい青 0 0 1 0 1 1 0 0
lt20 明るい青紫 0 0 0 0 3 0 0 0
lt22 明るい紫 0 0 0 0 3 0 0 0
lt24 明るい赤紫 4 1 0 0 2 1 2 4
d
d2 くすんだ赤 1 1 0 0 1 0 1 1
d4 くすんだ赤みの橙 0 0 0 0 3 0 0 0
d6 くすんだ黄みの橙 0 0 0 0 2 2 0 0
d8 くすんだ黄 0 1 0 1 0 1 4 0
d10 くすんだ黄緑 0 0 0 0 3 1 0 0
d12 くすんだ緑 0 0 0 0 1 0 0 0
d14 くすんだ青緑 0 0 0 0 0 0 0 0
d16 くすんだ緑みの青 0 0 0 0 0 0 0 0
d18 くすんだ青 0 0 0 0 1 1 0 0
d20 くすんだ青紫 0 0 0 0 1 0 1 0
d22 くすんだ紫 0 1 0 0 0 1 0 0
d24 くすんだ赤紫 0 1 0 0 3 0 0 0
dp
dp2 こい赤 1 1 0 0 5 1 2 1
dp4 こい赤みの橙 0 1 0 0 0 2 1 1
dp6 こい黄みの橙 0 0 1 0 1 8 3 2
dp8 こい黄 1 0 0 0 1 5 1 2
dp10 こい黄緑 0 0 0 0 0 0 0 0
dp12 こい緑 0 0 1 0 1 0 0 0
dp14 こい青緑 0 0 1 1 0 2 1 0
dp16 こい緑みの青 0 0 0 0 0 1 1 0
dp18 こい青 1 0 10 6 0 7 2 0
dp20 こい青紫 0 0 3 0 1 0 0 0
dp22 こい紫 0 0 1 0 0 0 1 0
dp24 こい赤紫 0 1 0 0 3 0 2 0
p
p2 うすい赤 5 6 0 0 2 0 3 3
p4 うすい赤みの橙 13 11 0 0 2 0 0 3
p6 うすい黄みの橙 9 9 0 0 1 1 3 0
p8 うすい黄 3 5 0 0 2 0 2 2
p10 うすい黄緑 1 2 0 0 1 1 0 0
p12 うすい緑 2 2 0 0 2 0 1 1
p14 うすい青緑 0 0 0 0 2 2 2 1
p16 うすい緑みの青 0 0 0 0 1 3 1 1
p18 うすい青 0 0 0 0 0 2 1 0
p20 うすい青紫 0 0 0 0 1 0 2 3
p22 うすい紫 0 0 0 0 1 1 1 0
p24 うすい赤紫 5 7 0 0 2 2 4 0
dk
dk4 暗い赤みの橙 0 0 1 2 1 3 3 0
dk8 暗い黄 0 0 1 0 2 4 1 0
dk12 暗い緑 0 0 0 0 1 2 2 0
dk16 暗い緑みの青 1 0 0 1 0 3 4 0
dk20 暗い青紫 0 0 7 5 0 5 2 1
dk24 暗い赤紫 1 0 5 2 0 5 0 2
w w 白 9 19 0 0 0 1 3 11
Gy
Gy7.5 明るい灰色 0 4 0 0 1 3 0 1
Gy5.5 中位の灰色 0 1 0 0 1 2 1 0
Gy3.5 暗い灰色 0 0 1 0 0 7 4 0
Bk Bk 黒 0 0 63 80 2 17 1 1
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二乗検定を行ったところ，痩せて見えるトップスの色と，体型に対する満足度間に有意な差が
見られた．検定は提示した 71色を対象に，有彩色は明度を 3段階に，色相を暖色と寒色の 2段





























鮮やかな寒色 薄い寒色 濃い暖色 濃い寒色 グレイ 黒
満足度
まあまあ満足 度数 3 1 2 13 19
総和の％ 2.94 0.98 1.96 12.75 18.63
やや不満足 度数 1 3 12 1 33 50
総和の％ 0.98 2.94 11.76 0.98 32.35 49.02
非常に不満足 度数 1 7 7 17 33
総和の％ 0.98 6.86 6.86 16.67 32.35
合  計
度数 5 1 10 21 1 63 102
（内欠損値 1）
総和の％ 4.90 0.98 9.80 20.59 0.98 61.76 100
Pearsonのχ二乗検定 値 自由度 漸近有意確率（両側）
22.24 12 0.03




















































40～ 44歳 度数 2 2 1 1 1 1 10
総和の％ 1.96 1.96 0.98 0.98 0.98 0.98 9.80
45～ 49歳 度数 8 28 8 1 2 1 1 4 1 55
総和の％ 7.84 27.45 7.84 0.98 1.96 0.98 0.98 3.92 0.98 53.92
50～ 54歳 度数 1 21 1 4 1 28
総和の％ 0.98 20.59 0.98 3.92 0.98 27.45
55～ 59歳 度数 1 7 1 9
総和の％ 0.98 6.86 0.98 8.82
合  計
度数 12 58 9 1 3 6 2 4 1 2 1 102
（内欠損値 3）
総和の％ 11.76 56.86 8.82 0.98 2.94 5.88 1.96 3.92 0.98 1.96 0.98 100
Pearsonのχ二乗 値 自由度 漸近有意確率（両側）
57.65 36 0.01










































自己認知「太っている」の認知なし 度数 13 12 7 18 50
総和の％ 12.7 11.8 6.9 17.6 49.0
「太っている」の認知あり 度数 7 17 1 18 9 52
総和の％ 6.9 16.7 1.0 17.6 8.8 51.0
合  計
度数 20 29 1 25 27 102
総和の％ 19.6 28.4 1.0 24.5 26.5 100
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